
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県新型コロナウイルス感染症特設サイトより 

令和５年２月２７日 
鳥 取 西 高 等 学 校 

２月も終盤となり、日も少しずつではありますが長くなってきました。土の中では草花が芽を出すための準

備をする季節です。皆さんも春に向けて良いスタートが切れるよう、今から色々な準備をしていきましょう。 

新型コロナウイルス感染症について 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★空気検査(二酸化炭素濃度) 

廊下側 外側 廊下側 外側

教室１ 33人 閉 閉 開 開 1,200ppm

教室２ 35人 開 閉 開 閉 1,000ppm

教室３ 40人 閉 閉 開 閉 1,600ppm

教室４ 42人 一部開 閉 開 閉 1,000ppm

教室５ 9人 閉 閉 開 閉 500ppm

職員室（出入り口付近） 25人 一部開 一部開 － － 700ppm

職員室（中央ロッカー付近） 25人 － 開 － 開 600ppm

食堂 6人 開 閉 － 開 500ppm

場所

換気状況

窓 欄間 二酸化炭素濃度人数

時間が経つのは早いもので、今年度も残り約 1 ヶ

月となりました。来月は学校に登校してくる日数が

少ないです。生活習慣が乱れないように十分に注意

して生活してください。 

学校環境衛生検査結果（空気・照度・騒音） 
１月３１日(火)１３時から学校環境衛生検査の空気検査・照度検査・騒音検査を、学校薬剤師の大村先生と行いました。照度

検査・騒音検査は共に適正でしたが、空気検査で気になる箇所があったので紹介します。 

～大村先生より～ 

 騒音、照度共に基準値内でした。空気検査では基準値を超える教室もありましたが、す

べての教室の廊下側の欄間が開放されており換気の意識が高いことが確認できました。 

 

学校環境衛生基準では、教室の二酸

化炭素濃度は1500ppm以下が適正基

準値とされており、今回の検査で、１カ所

のみ基準値を超えていましたが、それ以

外は適正であるという結果でした。検査

した教室の廊下側の欄間は、すべて開放

しており良かったです。しかし、感染拡大

防止の観点から、二酸化炭素濃度は

1000ppm 以下になるのが望ましいと

されています。より良い換気を行うため

に、対角線上の窓を開けましょう。その

窓の開放の幅が狭くても、空気の流れを

意識すれば換気の質が上がります。 

今年度最後の保健委員会 

を３年生は１２月に、１・２年生 

は２月１４日に行い、１年間の 

保健委員会活動振り返りアン 

ケートに回答してもらいまし 

た。「１年間の活動に対する自 

己評価」については、90％の 

保健委員が「できた/ほぼできた」と回答しました。今年度は感染症対策に重

きをおいて校内放送の回数を増やしたり、今までにはなかった新たな啓発

活動を行ったりと、多くの活動があってとても大変だったと思います。そん

な中、教室内の換気や消毒液の補充など、日常的な活動も自発的に行って

くれました。保健委員の中には「保健委員会を通して自分の健康意識も高め

ることができた」「健康に関する知識が増えた」「クラスの前で発表する良い

機会になった」など、活動を通して学んでいる、成長している人が多く、嬉し

くなりました。皆さんが今後、自分自身の健康について考えるきっかけにな

ったらと思います。１年間、本当にお疲れ様でした！ 

来年度も是非、保健委員に立候補してください。今年度保健委員でなかった

人も大歓迎です！ 


